


都市計画の視点から未来の昭和町の姿を
描いていきます。

制度改革の目的である、さまざまな教育行政に関するニーズに迅速に
対応できるよう、取り組んでいきます。

子どもの数の増加に伴い、常永小学校
の教室数確保や、放課後児童クラブの
施設整備や、保育料無料化に伴う出生
数増加の対応として、新たな認定子ど
も園の開園を支援します。

増築された常永小学校

新旧教育委員会制度比較図



災害に対する備え（防災計画の見直し、防災行政無線設備の増設、洪水ハザードマップ・防災
のしおり作成配布、町内コンビニと連携したAED設置、押原小井川交番設置など）を推進して
きましたが、引き続き公共インフラの長寿命化を進め、個人情報保護策として庁内システムの
見直しと強靭化を図ります。

住みよい町、住みたい町であるために、行政・町民・企業や各種団体が同じ方向を目指し、協働
してまちづくりに取り組みます。交流人口の増加による波及効果、商工会とも連携し共に享受
できるよう進めます。

民間保育所6カ所、認定子ども園1カ所、特色ある保育教育を支援し、利用者負担軽減も継続し
ます。児童の増加に対応し放課後児童クラブや、子ども医療費助成も中学3年生までを対象に
拡充します。また、学校給食も町の負担を継続し安全・安心な給食を提供します。

環境啓発イベント「エコしょうわ」の実施や、防犯灯などのLED化の検討を進めます。
農業後継者の確保と不耕作地の解消のほか、各種助成事業を継続、基盤整備は各区の要望に基
づき、道水路・河川改修・下水道など、優先順位を考慮して整備し、リニア中央新幹線の開通
を見据えたアクセス方法も検討します。

学校と教育委員会が連携して教育課題に取り組み、学力向上・英語教育・コミュニティスクール
・ICT教育・実践的防災教育などを推進。また、風土伝承館　杉浦醫院を活用し、地方病の歴
史を学ぶ郷土教育・生涯学習を推進、スポーツ振興計画も策定します。

今後の高齢者人口の増加と少子高齢化社会の進行を見据え、健康寿命の延伸を重点施策としま
す。いきがいクラブやふれあいサロン等の活動支援など、地域での福祉活動を担う皆さまにご
協力をいただきながら、福祉施策に取り組みます。また、障がい者福祉、母子寡婦、父子家庭
の支援策についても、引き続き関係機関との連携を図り、さらなる福祉の向上に努めます。

人口は1,854人増加、増加率10.5％、全国第9位。また休日・平日の滞在人口率は町の人口の
4.4倍（約86,000人）を超え、全国市区町村で上位20位以内に入る。



※数値は端数調整してあるため、合計が一致しない場合があります。

歳出合計
69億7300万円

民生費
26億4676万円
（38.0%）

総務費
10億4459万円
（15.0%）

土木費
9億427万円
（13.0%）

教育費
8億6158万円
（12.4%）

公債費
5億5669万円（8.0%）

衛生費
4億9407万円
　　（7.1%）

消防費　2億5536万円（3.7%）
議会費　1億136万円（1.5%）

農林水産費　7859万円（1.1%）
商工費　2225万円（0.3%）
その他　748万円（0.1%）

歳入合計
69億7300万円

自

主

財
源

（75.9％）

依存財
源

（24.1％）（24.1％）

町税内訳

町民税

固定資産税

町たばこ税

軽自動車税

18億88万円

22億3878万円

3億196万円

5137万円

町税
43億9436万円
（63.0%）

国庫支出金
7億5932万円
（10.9%）

分担・負担金
2億698万円（3.0%）

使用料・手数料
6508万円（0.9%）

諸収入ほか
1億1062万円
（1.6%）

地方消費税交付金
3億7000万円（5.3%）

県支出金
5億6542万円
（8.1%）

地方贈与税ほか　7252万円（1.0%）

町債（借入金）　6070万円（0.9%）

繰入金
3億6800万円
（5.3%）



一般会計
の

主な事業

・児童支援費

・児童手当

・障害者福祉費扶助費（給付費等）

2億3828万円

3億9012万円

2億9107万円

■平成28年度一般会計・特別会計予算
平成28年度予算 平成27年度予算

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

国民健康保険
後期高齢者医療
介 護 保 険
介護サービス
下 水 道 事 業
渇水対策事業

特
 
別
 
会
 
計

一　般　会　計 6.1%

1.3%

7.2%

4.0%

17.0%

0.5%

△16.3%

合　　計

69億7300万円

20億8000万円

1億4530万円

10億381万円

1888万円

10億492万円

512万円

112億3103万円 4.5%

会　計　名
65億7300万円

20億5300万円

1億3560万円

9億6558万円

1613万円

10億21万円

612万円

107億4964万円

前年度比 可否

押原児童館

子育て支援事業風景

庁内に常備されている車椅子



　年度末を控えた予算編成で多くの費目が減額となる中、国・県
等で確定している補助金額、また未確定な町税、補助金等をでき
る限り考慮し見込んだ。
　歳入では法人町民税と固定資産税の増収を見込み、地方公共団
体情報セキュリティー強化対策補助金、保育緊急確保事業費補助
金をともに増額補正。
　歳出では主に地方公共団体情報システム強靭性向上関連備品を
増額補正し、保育所費の負担金と補助金を減額補正した。また剰
余金として基金利息を含め1億9797万円を財政調整基金へ、1億79
万円を公共施設整備等事業基金に積み立てた。

一般会計一般会計 ※全員賛成で可決※全員賛成で可決

　
平
成
28
年
3
月
定
例
会
は
、
3
月
1
日
か
ら
16
日
ま
で
の
16
日
間
の
会
期
で
開

き
ま
し
た
。
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
平
成
28
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
予

算
7
案
件
の
ほ
か
、
27
年
度
の
補
正
予
算
7
件
、
条
例
の
制
定
・
改
正
17
件
、
そ

の
他
2
件
、
ま
た
人
事
案
件
1
件
の
計
34
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
8
人
の
議
員
が
13
件
に
つ
い
て
活
発
な
質
問
・
意
見
を
展
開
し
、

町
長
の
考
え
を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

国民健康保険会計

後期高齢者医療会計

介護保険会計

介護サービス会計

下水道事業会計

渇水対策事業会計

……………5480万円

…………△13万円

…………………8829万円

………………△8万円

………………2199万円

………………228万円

特別会計特別会計 ※全員賛成で可決※全員賛成で可決

（総額：21億6162万円）

（総額：1億3547万円）

（総額：8億9676万円）

（総額：1659万円）

（総額：10億4107万円）

（総額：839万円）

昭和町内保育園



※
任
期
3
年

※
全
員
賛
成
で
同
意

（飯喰区）

佐野　勝彦氏
さ の かつ ひこ

・
昭
和
町
税
条
例
等
の
一
部
改

　
正
（
公
布
の
日
か
ら
施
行
）

・
昭
和
町
国
民
健
康
保
険
税
条

　
例
の
一
部
改
正

　
（
公
布
の
日
か
ら
施
行
）

　
個
人
番
号
利
用
手
続
き
の
一

部
見
直
し
に
伴
い
、
一
部
個
人

番
号
の
記
載
を
要
し
な
い
。

※
専
決
処
分
に
つ
い
て
は
全
員

賛
成
で
可
決

・
情
報
公
開
条
例
及
び
昭
和
町

　
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例
の
改
正

　
行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に

伴
う
審
査
会
の
諮
問
等
の
改
正
。

・
税
条
例
の
改
正

　
昭
和
町
行
政
不
服
審
査
会
条

例
の
施
行
に
伴
い
、
災
害
時
の

期
限
の
延
長
を
す
る
も
の
。

・
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

　
条
例
の
改
正

　
審
査
の
申
し
出
に
か
か
る
処

分
等
の
改
正
。

・
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況

　
の
公
表
に
関
す
る
条
例
の
改

　
正

　
地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正

お
よ
び
行
政
不
服
審
査
法
の
施

行
に
伴
う
報
告
事
項
等
の
改
正
。

・
手
数
料
条
例
の
改
正

　
行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
・

開
発
許
可
事
務
移
譲
に
伴
い
開

発
関
係
条
項
の
追
加
と
改
正
。

・
職
員
給
与
条
例
の
改
正

　
人
事
院
勧
告
お
よ
び
山
梨
県

人
事
委
員
会
勧
告
に
伴
う
給
与

条
例
の
一
部
改
正
。

・
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も

　
の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す

　
る
条
例
の
改
正

・
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及

　
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条

　
例
の
改
正

　
職
員
給
与
条
例
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
期
末
手
当
の
支
給
割

合
を
改
正
。

・
職
員
の
分
限
に
関
す
る
手
続

　
及
び
効
果
に
関
す
る
条
例
の

　
改
正

　
人
事
評
価
制
度
に
よ
り
降
給
、

降
格
、
降
号
等
を
明
確
化
す
る

改
正
。

・
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等

　
に
関
す
る
条
例
の
改
正

　
育
児
ま
た
は
介
護
を
行
う
職

員
の
早
出
・
遅
出
勤
務
の
項
に
、

義
務
教
育
学
校
の
前
期
課
程
ま

た
は
特
別
支
援
学
校
の
小
学
部

を
加
え
る
改
正
。

・
職
員
定
数
条
例
及
び
昭
和
町

　
証
人
等
の
実
費
弁
償
に
関
す

　
る
条
例
の
改
正

　
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法

律
の
条
項
を
改
正
。

・
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助

　
成
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例

　
の
改
正

　
中
学
生
以
下
の
重
度
心
身
障

が
い
者
医
療
費
助
成
金
受
給
資

格
者
の
医
療
費
窓
口
無
料
化
。

・
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
改

　
正

　
占
用
料
の
最
低
限
を
改
正
。

・
公
共
物
管
理
条
例
の
改
正

　
昭
和
町
公
共
物
管
理
条
例
第

17
条
関
係
の
公
共
物
を
使
用
す

る
場
合
の
使
用
料
を
改
定
。

・
都
市
公
園
条
例
の
改
正

　
都
市
公
園
法
・
昭
和
町
都
市

公
園
条
例
の
規
定
に
基
づ
く
基

準
に
適
合
し
た
公
園
を
都
市
公

園
と
す
る
た
め
の
改
正
。
新
た

に
彩
の
広
場
、
国
母
公
園
、
常

永
ゆ
め
広
場
を
認
定
。

※
条
例
改
正
に
つ
い
て
は
全
員

賛
成
で
可
決

・
昭
和
町
行
政
不
服
審
査
会
条

　
例
の
制
定

　
公
正
性
の
向
上
や
使
い
や
す

さ
の
向
上
、
国
民
の
救
済
手
段

の
充
実
・
拡
大
等
を
す
る
も
の
。

・
昭
和
町
法
務
専
門
職
員
の
任

　
用
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　
行
政
不
服
審
査
会
の
置
く
こ

と
に
よ
る
法
務
専
門
職
員
（
弁

護
士
等
）
の
任
用
等
に
関
す
る

必
要
事
項
を
定
め
る
。

※
条
例
制
定
に
つ
い
て
は
全
員

賛
成
で
可
決

・
山
梨
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
の
共
同
処
理
す
る
事
務
の
変

更
に
伴
う
規
約
の
変
更

　
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に

必
要
な
資
格
の
審
査
に
関
す
る

事
務
を
共
同
処
理
す
る
こ
と
に

伴
い
、
事
務
の
変
更
及
び
規
約

の
変
更
を
行
う
必
要
が
あ
る
た

め
。

※
全
員
賛
成
で
可
決

・
昭
和
町
教
育
長
の
任
命

　
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に

伴
い
、
新
た
に
教
育
長
を
任
命

す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
。

▼
新
任



第
1
回
定
例
会（
3
月
）
委
員
会
質
疑

総
務
常
任
委
員
会

依
田
議
員
　
防
犯
灯
の
L
E
D
、

28
年
度
の
補
助
申
請
の
流
れ

は
。

企
画
財
政
課
長
　
4
月
中
に

調
査
費
の
申
請
受
付
、
1
カ

月
後
に
結
果
が
出
る
。
最
高

額
8
0
0
万
円
の
補
助
金
。

対
象
に
な
れ
ば
6
月
の
補
正

で
対
応
し
調
査
。
調
査
終
了

後
L
E
D
導
入
予
定
。
補
助

金
限
度
額
は
2
、
0
0
0
万

円
で
9
月
補
正
で
行
う
。

薬
袋
議
員
　
市
川
竜
王
線
、

常
永
小
学
校
･
上
河
東
第
二

保
育
園
か
ら
西
に
走
る
道
路

の
交
差
点
で
、
子
ど
も
が
事

故
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
、

安
協
を
通
じ
て
南
甲
府
警
察

署
に
信
号
設
置
を
依
頼
し
て

い
る
。
町
で
も
強
く
警
察
に

要
望
し
て
ほ
し
い
。

企
画
財
政
課
長
　
道
路
改
良

時
に
警
察
立
ち
合
い
で
道
幅

を
広
げ
た
が
、
信
号
の
設
置

は
無
理
と
の
回
答
。
最
近
は

頻
繁
に
事
故
が
起
き
て
い
る
。

通
学
路
で
も
あ
り
、
強
く
南

甲
府
警
察
署
に
要
望
す
る
。

金
丸
議
員
　
保
育
園
を
60
年

く
ら
い
経
営
し
て
い
る
人
が

い
る
。
町
の
表
彰
規
程
の
対

象
に
な
ら
な
い
か
。

総
務
課
長
　
有
功
表
彰
・
優

遇
表
彰
・
善
行
表
彰
・
感
謝

状
が
あ
る
が
、
す
べ
て
規
則

に
よ
り
定
め
ら
れ
、
そ
れ
に

基
づ
き
表
彰
が
行
わ
れ
て
い

る
。
保
育
行
政
に
携
わ
っ
て

い
る
が
、
規
則
の
中
で
は
有

功
表
彰
に
該
当
す
る
の
は
難

し
い
面
も
あ
る
。

　
善
行
表
彰
お
よ
び
感
謝
状

に
該
当
す
る
か
表
彰
審
査
委

員
会
を
開
催
し
、
協
議
を
行

い
検
討
す
る
。

水
源
対
策
特
別
委
員
会

田
中
議
員
　
災
害
時
の
協
力
井
戸
の
拡
大
と
、

水
質
検
査
補
助
は
。

副
町
長
　
補
償
井
戸
は
水
質
検
査
を
し
て

い
る
。
協
力
井
戸
の
水
質
検
査
補
助
も
検

討
す
る
。

三
井
議
長
　
使
用
が
可
能
か
点
検
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
。

副
町
長
　
点
検
を
実
施
し
、
パ
ッ
キ
ン
等

を
交
換
す
る
な
ど
修
理
を
行
い
、
使
用
で

き
る
よ
う
に
す
る
。

中
澤
議
員
　
地
下
水
の
認
識
を
深
め
る
た
め
、

専
門
家
に
よ
る
水
脈
研
究
の
講
演
を
行
う

必
要
が
あ
る
。

環
境
経
済
課
長
　
地
下
水
脈
の
地
図
作
成
や
、

山
梨
大
学
の
教
授
に
よ
る
講
演
等
検
討
す
る
。

石
原
（
一
）
議
員
　
災
害
時
に
お
け
る
協
力
井

戸
の
住
民
P
R
は
。

副
町
長
　
個
々
に
は
P
R
し
て
い
な
い
。

消
防
団
員
に
は
周
知
し
、
災
害
時
は
避
難

所
へ
水
を
届
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

災
害
時
の
協
力
体
制
は

手
押
し
ポ
ン
プ
井
戸
は

地
下
水
の
勉
強
会
開
催
を

地
方
分
権
対
策
特
別
委
員
会

三
井
議
長
　
進
捗
状
況
は
。

総
務
課
長
　
件
数
2
5
0
件
、
金
額
2
5
0

万
円
。
最
高
額
20
万
円
。
返
礼
品
と
し
て
、

時
期
の
も
ろ
こ
し
や
柿
な
ど
が
人
気
。
保
養

所
契
約
を
結
ん
で
い
る
松
崎
町
と
話
が
進
み
、

本
町
と
重
複
し
な
い
も
の
を
検
討
し
て
い
る
。

林
議
員
　
町
長
が
会
長
を
し
て
い
る
が
、
外

郭
団
体
で
あ
る
の
で
別
の
人
材
の
選
考
及
び
、

事
務
室
を
他
に
配
置
す
る
考
え
は
。

副
町
長
　
会
長
に
つ
い
て
は
検
討
し
た
い
。

事
務
局
に
つ
い
て
は
空
き
家
等
の
利
用
を
含
め
、

独
立
し
た
場
所
を
考
え
て
い
き
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
は

今
後
の
社
会
福
祉
協
議
会
は

L
E
D
の
設
置
は

信
号
機
の
設
置
は

有
功
表
彰
を

適
用
で
き
な
い
か

ふるさと納税特産品



第
1
回
定
例
会（
3
月
）
委
員
会
質
疑

産
業
土
木
常
任
委
員
会

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

河
田
議
員
　
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

ポ
イ
ン
ト
制
導
入
は
。

い
き
い
き
健
康
課
長
　
シ
ス
テ
ム
的

に
困
難
で
あ
る
。

石
原
（
一
）
議
員
　
複
数
の
督
促
状
を

一
括
で
送
付
で
き
な
い
か
。

町
民
窓
口
課
長
　
税
目
で
納
期
も
違

う
。
事
務
も
煩
雑
で
一
括
送
付
は
困
難
。

河
田
議
員
　
貧
困
児
童
へ
の
食
事
提

供
な
ど
、
貧
困
問
題
の
現
状
は
。

福
祉
課
長
　
詳
し
い
実
態
を
す
べ
て

把
握
は
で
き
な
い
が
、
相
談
が
あ
る

度
に
教
育
委
員
会
等
と
連
携
し
な
が

ら
対
応
し
て
い
る
。

河
住
議
員
　
学
校
給
食
費
賃
金
で
、

嘱
託
・
臨
時
職
員
が
各
1
人
増
員
に

な
っ
て
い
る
理
由
は
。

学
校
教
育
課
長
　
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

で
1
人
（
栄
養
士
資
格
あ
り
）
。
ま

た
、
一
般
の
調
理
員
を
1
人
増
員
。

教
育
長
　
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
を
4
人

で
全
体
確
認
は
不
安
。
調
理
の
数
も

増
加
し
て
お
り
、
も
う
一
回
チ
ェ
ッ

ク
す
る
体
制
を
構
築
。

田
中
議
員
　
学
校
給
食
は
1
日
何
食

分
か
。

学
校
教
育
課
長
　
児
童
生
徒
で
1
、

7
3
7
食
。
先
生
等
含
め
1
、9
0
0

食
弱
。

ブ
ラ
ン
ド
米
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
は

花
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
は

木
造
耐
震
化
と
制
度
利
用
は

青
年
就
農
給
付
金
の
給
付
は

給
食
の
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
は

督
促
状
の
一
括
送
付
を

子
ど
も
の
貧
困
問
題
は

介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

ポ
イ
ン
ト
制
を

学校給食

給付金対象農地

田
中
議
員
　
現
在
の
作
付
面
積
と
生

産
者
数
は
。

環
境
経
済
課
長
　
耕
作
面
積
は
2
0

4
㌶
、
生
産
者
は
7
人
。

遠
藤
議
員
　
農
地
保
全
助
成
金
の
支

払
い
金
額
は
。

環
境
経
済
課
長
　
4
1
9
万
円
が
支

払
わ
れ
て
い
る
。

石
原
（
高
）
議
員
　
都
市
計
画
関
係

の
負
担
金
で
、
木
造
耐
震
工
事
が
10

戸
中
2
戸
し
か
進
ん
で
い
な
い
。
耐

震
化
と
今
後
の
進
め
方
は
。

都
市
整
備
課
長
　
木
造
耐
震
化
は
広

報
誌
と
組
回
覧
等
で
、
町
内
全
域
に

周
知
。
個
別
に
西
条
二
区
、
紙
漉
阿

原
の
古
い
建
築
物
51
世
帯
に
も
、
説

明
し
た
が
、
制
度
を
利
用
し
て
耐
震

化
を
図
る
方
が
い
な
い
が
、
今
後
も

引
き
続
き
周
知
に
努
め
た
い
。

依
田
議
員
　
今
回
1
人
で
1
5
0
万

円
の
予
算
見
積
り
、
昨
年
2
人
だ
が

説
明
を
。

環
境
経
済
課
長
　
就
農
し
て
3
年
間

給
付
が
受
け
ら
れ
る
。
1
人
は
27
年

に
終
了
、
28
年
度
で
も
う
1
人
も
終

了
す
る
。

樋
口
議
員
　
花
の
町
づ
く
り
推
進
事

業
補
助
金
の
説
明
を
。

環
境
経
済
課
長
　
飯
喰
と
河
西
で
花

の
町
づ
く
り
推
進
事
業
を
展
開
し
て

い
る
が
、
28
年
は
河
西
区
で
協
力
体

制
が
整
わ
な
い
た
め
活
動
を
休
止
。



石
原

地
区
担
当
職
員
制
度
の

活
性
化
は

よ
り
良
い
制
度
構
築
に

取
り
組
む

本会議の議事録はホームページで検索できます。議会事務局でも閲覧できます。

昭
和
に
合
う

ブ
ラ
ン
ド
を
協
議

昭
和
ブ
ラ
ン
ド
政
策
は

石原　高明 議員
い し た か あ きは ら

町
長

町
長

石
原

地
区
担
当
職
員
制
度
の

目
的
は
「
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
推
進
の
た
め
、
町
民
に
よ

る
自
主
的
か
つ
主
体
的
な
地
域
づ

く
り
の
支
援
を
す
る
」
と
な
っ
て

い
る
が
、
こ
の
制
度
は
あ
ま
り
に

も
理
想
的
で
現
実
と
整
合
が
取
れ

て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
制
度
の
根

幹
を
「
特
定
の
人
」
か
ら
「
特
定

な
仕
事
」
、
「
地
区
固
定
」
か
ら
「
各

地
区
巡
回
」
に
転
換
す
る
必
要
が

あ
る
。
制
度
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

地
区
担
当
職
員
制
度
は
、

平
成
22
年
10
月
か
ら
運

用
し
、
現
在
、
24
人
の
係
長
職
に

あ
る
職
員
を
各
区
に
2
人
ず
つ
配

置
し
て
い
る
。
区
の
裁
量
で
自
由

に
活
用
・
運
用
で
き
る
地
域
力
活

性
化
交
付
金
制
度
も
導
入
し
、
職

員
の
人
材
育
成
、
町
民
と
の
つ
な

が
り
の
構
築
や
円
滑
な
行
政
事
務

の
遂
行
に
資
す
る
側
面
も
あ
る
。

制
度
開
始
か
ら
5
年
が
経
過
し
た
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
も
い
た
だ
い
て

お
り
、
庁
内
会
議
等
で
検
討
し
、

区
長
会
と
も
協
議
し
て
い
き
た
い
。

昭
和
町
産
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ

を
地
域
ブ
ラ
ン
ド
に
育

て
る
に
は
、
一
定
の
生
産
量
確
保

が
出
発
点
で
、
栽
培
農
家
と
栽
培

地
区
を
ま
と
め
る
取
り
組
み
と

P
R
活
動
が
必
要
だ
。
町
の
農
業

政
策
と
し
て
生
産
量
を
増
や
す
対

策
と
、
他
の
野
菜
な
ど
も
合
わ
せ

昭
和
ブ
ラ
ン
ド
を
ど
の
よ
う
に
育

て
る
の
か
、
考
え
を
聞
き
た
い
。

J
A
で
は
暑
さ
に
強
い

ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
の
生
産
を

推
奨
し
て
い
る
が
、
消
毒
・
施
肥

作
業
が
煩
雑
で
、
隣
接
農
家
に
も

影
響
が
あ
る
も
の
の
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
返
礼
品
や
町
内
外
に
も

P
R
し
、
少
し
で
も
生
産
量
を
増

や
し
て
い
き
た
い
。
現
在
の
収
穫

量
単
位
の
補
助
を
、
反
別
等
の
栽

培
面
積
で
の
補
助
に
切
り
替
え
る

検
討
も
し
て
い
き
た
い
。

　
な
お
、
米
・
野
菜
を
含
め
た
昭

和
ブ
ラ
ン
ド
は
、
ブ
ラ
ン
ド
維
持

に
耐
え
う
る
生
産
量
が
見
込
め
る
か
、

J
A
中
巨
摩
東
部
や
農
業
研
究
会

等
と
協
議
し
、
農
業
者
全
体
を
支

え
る
農
地
保
全
方
法
も
探
っ
て
い

き
た
い
。

区定例会の様子



依
田

依
田

緑の基本計画は

依田　茂巳 議員
よ し げ みだ

町
長

町
長

L
E
D
照
明
導
入
調
査

費
を
補
助
申
請
の
考
え

L
E
D
防
犯
灯
を

一
括
リ
ー
ス
方
式
に

中央道・甲府市側地域も
計画策定検討（平成30年策定が目標）

町
の
「
緑
と
オ
ー
プ
ン

ス
ペ
ー
ス
」
は
、
環
境

改
善
や
防
災
機
能
の
向
上
・
憩
い

の
場
、
地
域
間
交
流
や
連
携
拠
点
等
、

重
要
機
能
を
有
し
、
そ
の
要
素
と

機
能
は
貴
重
で
充
実
し
た
施
策
が

求
め
ら
れ
る
。
基
準
を
満
た
す
た

め
に
新
た
な
公
園
が
必
要
だ
が
、

町
全
体
の
公
園
配
置
の
現
状
等
を

考
慮
す
る
と
、
中
央
道
・
甲
府
市

側
地
域
に
新
た
に
計
画
さ
れ
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。

　
厳
し
い
財
政
状
況
だ
が
、
公
会

堂
用
地
と
公
園
と
を
併
せ
て
考
え

る
と
、
非
常
に
相
乗
効
果
が
見
込

め
る
。

　
今
回
策
定
す
る
緑
の
基
本
計
画

の
基
本
方
針
を
伺
う
。

都
市
公
園
法
施
行
令
や
、

昭
和
町
都
市
公
園
条
例

で
定
め
る
都
市
公
園
の
配
置
及
び

規
模
に
関
す
る
技
術
基
準
に
定
め

る
都
市
公
園
の
町
民
一
人
あ
た
り

の
面
積
の
基
準
は
、
町
の
区
域
内

に
10
㎡
以
上
で
、
町
の
市
街
地
に

5
㎡
以
上
と
な
っ
て
お
り
、
基
準

を
満
た
し
て
い
な
い
。
都
市
公
園

条
例
を
改
正
し
、
西
条
彩
の
広
場
・

国
母
公
園
・
常
永
ゆ
め
広
場
の
3

カ
所
を
都
市
公
園
と
す
る
予
定
。

　
依
田
議
員
が
指
摘
す
る
中
央
道
・

甲
府
市
側
地
域
も
計
画
策
定
の
検

討
を
し
て
い
き
た
い
。

　
緑
の
基
本
計
画
は
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
併
せ
、
業
務
委

託
の
契
約
を
行
い
着
手
し
た
。
町

民
の
意
向
を
把
握
し
、
庁
内
会
議

や
策
定
委
員
会
で
検
討
立
案
し
、

議
会
説
明
・
住
民
説
明
や
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
行
い
、
都
市
計
画

審
議
会
に
諮
問
し
、
平
成
30
年
1

月
策
定
を
目
標
に
進
め
て
い
き
た
い
。

地
域
の
防
犯
灯
は
各
区

で
管
理
運
営
さ
れ
て
い

る
が
、
機
器
の
劣
化
や
運
営
方
式

が
違
う
た
め
、
多
く
の
課
題
点
が

出
て
い
る
。
L
E
D
化
に
よ
り
、

低
炭
素
地
域
づ
く
り
や
経
費
削
減

等
が
考
え
ら
れ
る
。
同
時
期
に
町

全
体
の
防
犯
灯
や
街
路
灯
の

L
E
D
化
を
、
財
源
負
担
の
少
な
い
、

一
括
リ
ー
ス
方
式
で
進
め
る
こ
と

を
提
案
す
る
。

各
地
区
の
防
犯
灯
新
設
と
、

老
朽
化
に
よ
る
設
置
替

え
の
事
業
に
対
し
、
町
は
交
付
要

綱
に
基
づ
き
、
工
事
費
の
2
分
の

1
以
内
、
補
助
限
度
額
1
灯
に
5

万
円
の
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。

　
国
は
低
炭
素
社
会
の
創
出
を
促

進
す
る
こ
と
を
目
的
に
補
助
金
の

交
付
を
実
施
し
て
お
り
、
本
町
で

も
来
年
度
に
L
E
D
照
明
導
入
調

査
費
を
補
助
申
請
し
た
い
。
そ
の

結
果
で
L
E
D
照
明
の
設
置
替
え

を
リ
ー
ス
方
式
に
す
る
か
、
他
の

方
式
で
L
E
D
化
を
進
め
る
か
な
ど
、

設
置
方
式
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
L
E
D
照
明
の
導
入
は

前
向
き
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

新公会堂と公園とを一体的に建設！相乗効果に期待！！



昭
和
町
内
全
域
を
見

る
と
、
行
政
の
中
心

に
あ
る
押
原
地
域
で
、
市
街

地
形
成
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

議
会
と
地
域
住
民
と
の
井
戸

端
会
議
で
も
、
押
原
地
区
と

町
内
を
含
め
た
開
発
基
準
の

意
見
が
多
数
出
て
い
る
。

　
ま
た
、
都
市
計
画
道
路
も

計
画
は
あ
る
が
、
手
つ
か
ず

で
多
く
の
町
民
の
提
言
を
繰

り
返
し
て
き
た
。

　
こ
れ
ら
の
提
言
を
受
け
、

町
は
努
力
を
重
ね
て
開
発
専

門
職
員
を
配
置
し
、
開
発
の

付
帯
条
件
で
あ
る
条
例
の
検

討
を
さ
れ
て
い
る
が
、
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
進

捗
状
況
と
、
今
後
、
調
整
区

域
を
ど
の
よ
う
に
開
発
し
て

い
く
の
か
伺
う
。

現
在
、
業
務
委
託
契

約
を
済
ま
せ
、
計
画

策
定
に
着
手
し
て
お
り
、
平

成
30
年
1
月
策
定
を
目
標
に

進
め
て
い
る
。

　
今
後
、
町
民
の
意
向
を
把

握
し
、
庁
内
会
議
や
策
定
委

員
会
で
検
討
し
て
い
く
。

　
開
発
許
可
は
、
来
年
度
か

ら
県
か
ら
の
事
務
移
譲
に
よ

り
開
発
許
可
を
町
で
行
う
。

そ
れ
に
伴
い
、
昭
和
町
宅
地

開
発
指
導
要
綱
及
び
整
備
に

関
す
る
技
術
基
準
等
を
整
備
し
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
表

し
た
。

　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
や
緑
の
基
本
計
画
に
基
づ
き
、

都
市
計
画
法
第
34
条
11
号
の

規
定
で
、
市
街
化
区
域
に
近

接
し
、
約
50
戸
の
建
築
物
が

50
m
間
隔
で
連
な
っ
て
い
る

よ
う
な
土
地
の
区
域
内
で
、

指
定
す
る
用
途
の
建
築
物
の

開
発
を
許
可
す
る
条
例
を
制

定
し
、
平
成
30
年
4
月
か
ら

運
用
を
始
め
る
予
定
で
、
区

域
と
建
築
用
途
の
指
定
は
条

例
の
な
か
で
検
討
し
て
い
く
。

地
方
分
権
一
括
法
で
、

農
地
転
用
の
許
可
権

限
が
国
か
ら
地
方
自
治
体
に
移

譲
可
能
と
な
る
。
農
振
除
外
は

土
地
所
有
者
の
経
済
活
動
や
、

土
地
の
有
効
利
用
、
町
の
会
計

上
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
農
地

の
権
限
移
譲
と
農
振
除
外
に
対

す
る
町
の
対
応
を
聞
き
た
い
。

農
地
転
用
の
権
限
移

譲
を
受
け
る
と
、
4

㌶
未
満
の
農
地
転
用
許
可
業
務

が
可
能
と
な
る
が
、
国
・
県
か

ら
の
移
譲
事
務
や
関
連
事
務
量

の
増
加
が
予
想
さ
れ
、
周
辺
市

町
の
動
向
を
注
視
し
た
い
。
農

振
除
外
後
の
有
効
利
用
は
町
も

協
力
し
、
農
振
除
外
を
含
む
農

政
業
務
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る

よ
う
対
応
し
て
い
き
た
い
。

農
業
委
員
会
は
農
地
･

担
い
手
対
策
を
基
軸
に
、

地
域
農
業
振
興
に
関
す
る
業
務

町
長

農地の発展的転用を
スムーズな
農政業務に対応

田
中

鷹
野

鷹野　一雄 議員
た か か ず おの

鷹
野

町
長事

業
全
体
を

見
直
し
検
討

農
業
委
員
会

事
務
局
体
制
は

田中　博愛 議員
た ひ ろ よ しな か

都市計画マスタープラン
の見直しと進捗は
あるべき姿を検討し
計画策定を進める

土
地
利
用
基
本
方
針



町
長

空き家・
空き店舗対策は
状況を調査し
対策を検討

町
長

河田あけみ 議員
か わ だ

町内空き家

河
田

町
長 組

織
機
構
を
見
直
す

機
構
改
革
は

鷹
野

国
は
昨
年
2
月
「
空

き
家
対
策
の
推
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法
」
を
制

定
し
、
市
町
村
は
基
本
指
針

を
基
に
空
き
家
の
実
態
調
査

や
整
備
・
対
策
の
計
画
を
実

施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
今
後
速
や
か
に
、
町
で
も

実
態
調
査
等
を
す
べ
き
と
思

う
が
。

①
空
き
家
対
策
に
関
す
る
特

別
措
置
法
の
方
針
は
。

②
空
き
家
や
空
き
店
舗
等
を
、

福
祉
施
設
と
し
て
活
用
す
る

考
え
を
問
う
。

県
は
空
き
家
等
対
策

の
推
進
に
関
す
る
特

別
措
置
法
の
施
行
を
受
け
、

市
町
村
担
当
職
員
を
含
め
た

会
議
を
重
ね
、
平
成
27
年
10

月
に
「
空
き
家
実
態
調
査
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
た
。

①
町
で
は
庁
内
の
改
革
会
議

で
空
き
家
対
策
を
協
議
し
、

昭
和
町
空
き
家
等
対
策
検
討

委
員
会
設
置
要
綱
を
定
め
、

検
討
委
員
会
を
設
置
し
平
成

28
年
度
か
ら
調
査
を
開
始
す
る
。

　
調
査
に
つ
い
て
は
、
国
や

県
か
ら
の
補
助
金
を
受
け
、

予
算
を
1
千
万
円
計
上
し
、

空
き
家
等
の
実
態
を
把
握
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
空
き

家
対
策
は
地
域
住
民
の
生
命
・

身
体
・
財
産
の
保
護
、
生
活

環
境
の
保
全
、
空
き
家
等
の

活
用
と
幅
広
い
範
囲
に
な
る

の
で
、
ま
ず
状
況
を
調
査
し

て
か
ら
対
策
を
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

②
福
祉
施
設
へ
の
活
用
は
、

ま
ず
調
査
を
行
い
、
空
き
家

等
の
状
況
を
見
な
が
ら
、
必

要
と
な
る
活
用
方
法
の
検
討

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

を
推
進
し
て
い
る
が
、
事
務
局

体
制
の
整
備
が
課
題
だ
。
町
の

考
え
は
。

農
業
委
員
会
事
務
局
は
、

平
成
19
年
か
ら
環
境

経
済
課
が
担
当
し
現
在
に
至
っ

て
い
る
。
29
年
度
の
農
業
委
員

会
制
度
の
見
直
し
も
あ
る
が
、

事
務
局
2
人
体
制
か
ら
正
規
職

員
3
人
体
制
へ
と
強
化
し
て
き

た
の
で
、
今
後
の
体
制
は
事
業

全
体
を
見
直
し
検
討
し
て
い
き

た
い
。

課
題
解
決
や
町
民
の

満
足
度
を
高
め
る
に
は
、

組
織
に
よ
る
統
制
力
と
職
員
の

能
力
発
揮
が
重
要
で
、
職
員
数

と
質
が
大
き
な
課
題
だ
。
機
構

改
革
は
ど
こ
に
重
点
を
置
き
、

将
来
像
を
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

行
政
課
題
が
増
大
し
、

税
収
減
な
ど
時
代
に

即
し
た
取
り
組
み
が
必
要
と
な
っ

て
い
る
。
収
納
課
の
新
設
や
高

齢
者
の
見
守
り
機
能
強
化
、
管

理
栄
養
士
の
配
置
、
危
機
管
理

担
当
の
配
置
、
都
市
計
画
業
務

の
充
実
・
発
展
の
た
め
甲
府
市

と
人
事
交
流
な
ど
行
っ
て
き
た
。

今
後
は
、
組
織
機
構
を
見
直
し
、

効
率
的
で
柔
軟
性
あ
る
組
織
体

制
を
構
築
し
、
効
果
的
な
行
政

運
営
を
行
う
職
員
配
置
に
努
め

た
い
。

圃場整備された農地 



昭
和
町
の
小
・
中
学

校
の
校
章
は
全
て
ホ

タ
ル
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
る
。

か
つ
て
町
の
ホ
タ
ル
は
天
皇

に
献
上
し
た
経
緯
な
ど
か
ら
、

国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
た
こ
と
も
あ
る
。

　
現
在
、
ホ
タ
ル
愛
護
会
と

共
同
で
、
職
員
が
1
年
が
か

り
で
飼
育
し
た
ホ
タ
ル
の
幼

虫
を
川
に
放
流
し
て
い
る
が
、

沼
公
園
東
側
で
は
天
然
ホ
タ

ル
が
毎
年
確
実
に
見
ら
れ
る
。

研
究
施
設
等
を
建
設
し
、
天
然

ホ
タ
ル
の
生
息
地
と
し
て
運
営

し
て
い
っ
て
は
ど
う
か
。
町
の

考
え
を
伺
う
。

「
昭
和
町
源
氏
ホ
タ

ル
愛
護
会
」
が
発
足
し
、

今
日
ま
で
、
た
ゆ
ま
ぬ
活
動

を
続
け
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
大
切
な
の
は
、本
町
の
シ
ン
ボ

ル
「
源
氏
ホ
タ
ル
」
の
灯
を
絶
や

す
こ
と
な
く
、将
来
に
わ
た
っ
て
、

町
民
や
子
ど
も
た
ち
に
伝
え

て
い
く
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　
沼
公
園
東
側
の
荒
廃
地
を

整
備
し
、
ホ
タ
ル
の
研
究
施

設
等
の
建
設
に
つ
い
て
は
、

今
後
予
想
さ
れ
る
各
施
設
の

改
修
や
建
設
の
中
で
、
財
政

状
況
を
考
慮
す
る
と
、
実
現

は
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

今
川
の
東
側
に
天
然

ホ
タ
ル
が
数
匹
発
生

し
て
い
る
。
水
が
わ
き
出
て
い

る
と
こ
ろ
を
整
備
す
れ
ば
、ホ

タ
ル
の
乱
舞
も
夢
で
は
な
い
。

町
の
考
え
は
。

 
都
市
化
が
進
む
昭
和
町
で
、

ホ
タ
ル
の
乱
舞
を
よ
み
が
え

ら
せ
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
。

財
政
状
況
や
空
き
家
問
題
等

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ
り
、

関
係
各
課
と
も
協
議
・
検
討

す
る
。

消
防
団
の
充
実
は
大

災
害
へ
の
備
え
だ
が
、

団
員
の
負
担
軽
減
な
ど
、
積
極

的
で
参
加
し
や
す
い
消
防
団
を

目
指
す
こ
と
が
必
要
だ
。

①
高
齢
者
対
象
に
民
生
委
員
と

合
同
で
防
火
訪
問
を
。

②
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
設
立
を
。

③
消
防
団
員
の
報
酬
の
見
直
し

と
定
数
問
題
は
。

④
団
員
退
職
時
に
功
労
金
の
支

給
を
。

①
高
齢
者
宅
は
民
生

委
員
が
訪
問
を
行
っ

て
い
る
が
、
合
同
で
の
訪
問
は

消
防
団
員
の
負
担
増
が
心
配
。

②
訓
練
礼
式
は
厳
正
な
規
律
と
、

消
防
活
動
の
基
礎
を
作
る
こ
と

で
、
小
・
中
学
校
運
動
会
で
の

披
露
に
は
生
徒
達
に
相
当
な
訓

練
日
数
が
必
要
と
な
る
。

③
報
酬
は
条
例
で
規
定
さ
れ
て

お
り
改
定
は
難
し
い
。
近
隣
市

町
と
比
較
し
て
も
高
額
と
な
っ

て
い
る
。
定
数
は
消
防
団
や
区

長
会
と
協
議
し
検
討
し
た
い
。

④
消
防
団
員
退
団
時
に
、
階
級

や
勤
務
年
数
に
応
じ
退
職
報
奨

金
が
支
給
さ
れ
て
お
り
、
功
労

金
の
性
格
も
持
っ
て
い
る
。

天然ホタルの
発生地整備は
シンボルとして
伝えていきたい

沼公園周辺

河
住

町
長

町
長

石原　一好 議員
い し か ず よ しは ら

石
原

再
質
問

石
原

生
涯
学
習
課
長

河住　保茂 議員
か わ や す し げす み

魅力ある
消防団づくりを
団員報酬は
他市町より高額



トレーニングルーム等の無料化を

少年・幼年消防（町外自治体HPから引用）

消防団員の
支援拡充は
崇高な使命に深く感謝

堀

堀　　門太 議員
ほり も ん た

町
長

町
長

河
住

町
民
の
利
便
性

考
慮
し
導
入

指
定
管
理
は

昭
和
町
消
防
団
は
「
自

分
た
ち
の
地
域
は
自

分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
崇

高
な
理
念
で
活
動
し
、
地
域

住
民
に
安
心
安
全
を
届
け
て

い
る
が
、
自
分
の
時
間
を
割
き
、

猛
暑
や
極
寒
の
真
冬
で
も
、

住
民
の
た
め
に
身
を
粉
に
し

て
活
動
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
団
員
の
活
動
を

支
援
す
る
た
め
、
温
水
プ
ー

ル
や
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
、
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
や
杉
浦
醫
院
の
資

料
館
な
ど
の
町
営
施
設
を
、

団
員
に
は
無
料
化
す
る
こ
と

を
提
案
し
た
い
。
団
員
の
苦

労
を
見
れ
ば
、
わ
ず
か
な
が

ら
の
支
援
と
な
る
が
、
消
防

団
の
活
動
に
は
体
力
も
必
要
で
、

運
動
施
設
の
利
用
は
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
も
な
り
、
よ
り
よ

い
消
防
活
動
に
つ
な
が
る
。

　
命
を
か
け
、
あ
ら
ゆ
る
こ

と
を
犠
牲
に
し
て
昭
和
町
住

民
の
生
命
・
身
体
・
財
産
を

守
る
活
動
を
し
て
お
り
、
町

を
あ
げ
最
大
の
敬
意
を
払
う

べ
き
と
考
え
て
い
る
。
新
た

な
財
源
も
必
要
な
く
、
や
る

気
が
あ
れ
ば
実
現
可
能
だ
。

早
急
に
実
施
す
べ
き
だ
が
町

の
考
え
を
伺
う
。

消
防
団
員
は
、
町
民

の
「
生
命
・
身
体
・

財
産
」
を
守
る
と
い
う
崇
高

な
使
命
の
も
と
、
生
業
を
持

ち
な
が
ら
献
身
的
に
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
、

家
族
の
皆
さ
ま
に
も
深
く
感

謝
し
て
い
る
。

　
本
町
に
は
消
防
団
の
他
に

29
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
の
皆
さ
ん
も
、

自
分
の
時
間
を
割
い
て
住
み

よ
い
昭
和
町
と
な
る
た
め
、

一
生
懸
命
ご
活
躍
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
、

消
防
団
員
だ
け
を
無
料
化
す

る
と
い
う
こ
と
は
、
非
常
に

難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
用
し
、
維
持
管
理

コ
ス
ト
の
削
減
と
柔
軟
な
発
想

を
取
り
入
れ
、
民
間
企
業
が
参

入
し
や
す
い
条
件
整
備
を
進
め

る
べ
き
だ
。
ま
た
、
審
査
委
員

会
に
専
門
家
や
町
民
を
選
定
し
、

評
価
結
果
を
公
表
す
べ
き
だ
が
、

町
の
考
え
は
。

押
原
公
園
は
平
成
20

年
度
か
ら
指
定
管
理

者
制
度
を
開
始
、
23
年
度
か
ら

指
定
管
理
者
募
集
を
公
告
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
し
た
。

26
年
度
の
更
新
時
に
は
2
者
の

応
募
が
あ
り
、
職
員
が
選
定
委

員
と
な
り
書
類
や
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
を
採
点
し
、
指
定
管

理
者
を
選
定
し
て
い
る
。
そ
の

結
果
も
公
表
し
て
い
る
。
今
後

も
町
民
の
利
便
性
を
配
慮
し
、

課
題
を
ク
リ
ア
し
な
が
ら
指
定

管
理
者
制
度
の
導
入
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。



　平成28年2月12日（金）、町民
の先頭に立って活躍されている区長
と、意見交換会を開催しました。区
長の皆さまからいただいたご意見を
しっかり受け止め、議会活動に反映
させていきたいと思います。
（一部のみ掲載）

（以上12区長･ほか町議会議員）
（敬称略）

参加者

武 井 啓 吉
福 田 昭 人
小 澤 勝 己
山 畠 　 実
向 山 　 晃
河 西 芳 彦

（副会長）

（副会長）

紙漉阿原区

築地新居区

飯 喰 区

河 西 区

上 河 東 区

上河東二区

名 執 忠 義
込 山 正 一
保 坂 一 男
阿井美代子
海 野 　 譲
山 本 　 哲

（会　長）

西 条 一 区

西 条 二 区

清水新居区

西条新田区

押 越 区

河東中島区

　
　
　
　
一
般
質
問
を
傍
聴
し
た
。

申
し
合
わ
せ
で
関
連
質
問
し
な

い
そ
う
だ
が
、
全
て
の
こ
と
を

議
員
は
知
る
べ
き
だ
。
議
員
16

人
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
と
い
う

意
識
で
、
み
ん
な
で
議
論
を
尽

く
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
会
派
が
あ
る
と
こ
ろ

は
代
表
質
問
や
一
般
質
問
の
中
で
、

そ
の
会
派
の
人
が
関
連
質
問
を

し
て
い
る
議
会
が
多
い
。
1
時

間
以
内
の
一
問
一
答
方
式
で
、

納
得
が
い
く
ま
で
繰
り
返
し
質

問
で
き
、
関
連
質
問
が
あ
る
な

ら
委
員
会
質
疑
か
、
も
し
く
は

次
の
議
会
で
質
問
す
る
。

　
　
　
　
議
会
の
情
報
公
開
を

も
っ
と
活
発
に
し
た
ら
ど
う
か
。

ネ
ッ
ト
中
継
を
す
る
考
え
は
な

い
の
か
。

　
　
　
　
28
年
度
予
算
に
無
料

で
開
設
で
き
る
本
会
議
一
般
質

問
の
ネ
ッ
ト
中
継
（
ユ
ー
ス
ト

リ
ー
ム
）
と
、
本
会
議
の
議
事

録
検
索
シ
ス
テ
ム
導
入
の
予
算

付
け
を
申
し
入
れ
た
が
、
ネ
ッ

ト
中
継
は
地
方
議
会
（
町
村
）
で
、

議
会
の
運
営
方
法
や
事
務
局
体

制
か
ら
時
期
尚
早
で
あ
り
、
議

事
録
検
索
シ
ス
テ
ム
の
み
予
算

化
さ
れ
る
予
定
。

　
　
　
　
平
成
33
年
に
、
今
の

電
球
・
蛍
光
灯
の
生
産
が
終
了
し
、

L
E
D
化
の
準
備
が
必
要
に
な
る
。

町
の
負
担
で
L
E
D
に
換
え
て

も
ら
え
な
い
か
。
例
え
ば
街
灯

の
電
気
料
が
年
間
約
80
万
円
ぐ

ら
い
だ
が
、
L
E
D
に
換
え
れ

ば
約
半
分
ぐ
ら
い
に
な
る
と
聞

い
て
い
る
。
ぜ
ひ
検
討
し
て
ほ

し
い
。

　
　
　
　
3
月
議
会
で
一
括
リ

ー
ス
方
式
に
つ
い
て
一
般
質
問

を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
　
　
町
の
基
本
計
画
を
な

ぜ
議
会
の
議
決
事
件
と
し
な
い

の
か
。
町
の
最
重
要
課
題
を
議

会
が
審
議
し
な
い
の
は
お
か
し
い
。

南
ア
ル
プ
ス
市
は
完
熟
農
園
を

議
決
事
件
と
し
て
い
な
か
っ
た

の
で
、
今
に
な
っ
て
揉
め
て
い
る
。

　
　
　
　
平
成
28
年
度
か
ら
第

6
次
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

基
本
構
想
、
基
本
計
画
、
実
施

計
画
の
3
本
を
合
わ
せ
て
総
合

計
画
が
形
成
さ
れ
る
が
、
23
年

の
地
方
自
治
法
改
正
で
、
市
町

村
の
基
本
構
想
が
議
決
事
件
か

ら
撤
廃
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
26

年
第
4
回
定
例
会
で
議
会
基
本

条
例
を
改
正
し
、
基
本
構
想
を

議
決
事
件
と
し
て
定
め
た
。

議
会
は
緊
張
感
持
ち

議
論
を
尽
く
す
べ
き

区
長
会

議
　
会

議
会
情
報
を
ネ
ッ
ト

中
継
で
き
な
い
か

街
灯
の
L
E
D
化
を

進
め
る
べ
き
だ

基
本
計
画
を
議
決
事
件

に
し
な
い
の
は
？

議
　
会

議
　
会

議
　
会

区
長
会

区
長
会

区
長
会

区
長
会
の
様
子



平成28年3月2日

平成28年2月26日

研究内容

・水資源の起源（住民等に説明するための情報）
・滞留時間（汚染等が起きた場合の安全性の証明、危機管理のための情報）
　　上記2項目が水源の情報として行政が把握すべき重要なものである。
　　全国的に見ると水道水の水源として表流水が6割、地下水が4割だが、山梨県は水道水の水源が
　表流水4割、地下水6割と地下水が豊富である。
　　水源の利用は、事業者も含め水資源の情報を共有しどのような経緯で使われているか把握すべき。
　その町だけの資源としてではなく、釜無川から来る甲府盆地一帯の水資源として捉え、使っていか
　なければならない。

甲府昭和高校との連携事業および意見交換会（交流会）

〈昭和町 再発見プロジェクト〉
　昭和町の魅力や課題を調査・研究し、昭和町議会に課題解決案を提案して、住みよい環境づくりに
貢献したいという申し出が甲府昭和高校からあり、昭和町議会としては実施する方向で協議していく
ことに決定した。

①昭和町議会と連携して、昭和町の魅力と課題を地元高校生が研究・調査する。
②住みよい環境にするための課題を設定する。
③各課題を解決するための方策を考える。
④昭和町議会に課題解決案を提案し、住みよい環境づくりに貢献する。
⑤将来、地域リーダーに、また、国際的に活躍するリーダーへと育成する。

目　的

講　　師 山梨大学 国際流域環境研究センター
　　教授　風間ふたば
特任助教　中村高志



（紙面の都合上、一部意見要旨のみ掲載）

河
西
区
（
第
7
回
）

12
月
15
日
　
区
公
会
堂

●
出
席
者
　
　
区
民
26
人

●
参
加
議
員
　
教
育
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
金
丸
富
一
　
河
田
あ
け
み

　
　
　
　
　
　
河
住
保
茂
　
石
原
一
好

　
　
　
　
　
　
三
井
　
猛
議
長

●
地
元
議
員
　
薬
袋
義
久

西
条
二
区
（
第
8
回
）

1
月
9
日
　
区
公
会
堂

●
出
席
者
　
　
区
民
27
人

●
参
加
議
員
　
教
育
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
石
原
高
明
　
金
丸
富
一

　
　
　
　
　
　
河
田
あ
け
み
　
河
住
保
茂

　
　
　
　
　
　
石
原
一
好

　
　
　
　
　
　
三
井
　
猛
議
長

●
地
元
議
員
　
依
田
茂
巳

Q
　
多
目
的
広
場
と
は
ど
う
い

う
施
設
な
の
か
。

Ａ
　
常
永
土
地
区
画
整
理
地
内

に
あ
り
、
常
永
小
学
校
の
南
側

に
隣
接
。
芝
生
広
場
や
自
転
車

で
遊
ぶ
場
所
な
ど
を
備
え
た
広

場
で
、
工
事
が
遅
れ
て
い
る
が
、

も
う
す
ぐ
完
成
す
る
。

Q
　
鎌
田
川
は
水
辺
公
園
の
と

こ
ろ
も
あ
り
、
大
雨
が
降
る
と

消
防
団
が
警
戒
し
て
い
る
箇
所

の
改
修
や
、
道
川
も
子
ど
も
た

ち
が
お
り
ら
れ
る
箇
所
が
あ
り
、

流
さ
れ
る
こ
と
も
起
こ
り
か
ね

な
い
。
そ
の
対
応
策
は
。

Ａ
　
川
底
の
ジ
ャ
リ
砂
が
積
も

り
底
が
上
が
っ
て
い
る
。
町
で

は
定
期
的
に
県
・
国
に
お
願
い

し
て
い
る
。
道
川
も
危
険
箇
所

は
か
さ
上
げ
し
て
安
全
策
を
と

っ
て
い
る
。

（
当
局
）
国
は
1
0
0
年
に
1

度
の
確
率
で
起
こ
る
大
雨
を
想

定
し
た
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

見
直
し
作
業
を
行
い
、
改
訂
版

を
作
成
す
る
予
定
。

Q
　
町
の
人
口
は
増
加
し
て
い

る
が
、
一
戸
建
て
の
ア
パ
ー
ト

の
空
き
家
が
増
加
傾
向
で
、
地

域
の
治
安
が
不
安
だ
。
対
策
は
。

Ａ
　
空
き
家
を
更
地
に
す
る
と

税
金
問
題
が
あ
り
取
り
壊
せ
な

い
現
状
が
あ
る
。
空
き
家
は
年

に
1
回
持
ち
主
に
連
絡
を
取
っ

て
い
る
が
、
本
人
・
家
族
等
が

遠
く
に
い
て
対
応
で
き
な
い
こ

と
が
多
い
。
委
員
会
で
取
り
上

げ
、
当
局
の
対
応
を
質
し
た
い
。

身延線の柵工
事を

身延線の柵工
事を

早めに！早めに！
身延線の柵工

事を

早めに！

鎌田川の安全対
策は

鎌田川の安全対
策は

鎌田川の安全対
策は

Q
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
申
請
書

類
が
届
い
た
が
、
ど
ん
な
時
に

使
用
す
る
の
か
、
通
知
カ
ー
ド

を
申
請
し
た
ほ
う
が
良
い
の
か

聞
か
れ
た
。
役
場
に
専
門
の
窓

口
を
設
置
し
て
も
よ
い
の
で
は
。

Ａ
　
町
で
約
8
、
3
0
0
世
帯

あ
る
が
、
受
け
取
っ
て
い
な
い

方
が
約
1
、
0
0
0
通
あ
る
。

高
齢
者
世
帯
の
方
が
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
正
し
く
理
解
で
き
る
よ

う
、
説
明
・
手
続
等
、
P
R
も

含
め
対
応
策
を
当
局
に
伝
え
る
。

（
当
局
）
町
民
窓
口
課
で
対
応
。

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
P
R

す
る
。
電
話
で
の
問
い
合
わ
せ

は
専
用
電
話
を
設
置
し
て
い
る
。

（
℡
2
3
4
‐
5
1
4
4
）

Q
　
国
勢
調
査
を
各
組
長
が
依

頼
さ
れ
各
戸
調
査
し
た
が
、
住

人
は
勤
務
形
態
が
ま
ち
ま
ち
で

仕
事
を
持
ち
な
が
ら
の
回
収
は

大
変
だ
。
他
に
依
頼
す
る
こ
と

も
検
討
さ
れ
た
い
。

Ａ
　
他
の
区
も
苦
労
し
て
い
る
。

ア
パ
ー
ト
は
留
守
や
応
答
し
な

い
方
も
多
く
、
粘
り
強
く
訪
問

し
て
ほ
し
い
。
地
域
を
把
握
し
、

地
域
と
繋
が
り
の
あ
る
方
を
推

薦
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

Q
　
身
延
線
の
事
故
後
、
町
で

対
応
で
き
る
所
は
柵
等
を
設
置

し
た
と
発
表
が
あ
っ
た
。
J
R
も

柵
等
の
設
置
を
進
め
て
ほ
し
い
。

Ａ
　
町
側
の
15
カ
所
の
設
置
は

終
了
。
J
R
が
行
う
2
カ
所
の

柵
工
事
は
完
了
、
3
カ
所
も
計

画
的
に
工
事
予
定
。



1
月
16
日
　
区
公
会
堂

●
出
席
者
　
　
区
民
26
人

●
参
加
議
員
　
総
務
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
林
　
和
仁
　
依
田
茂
巳

　
　
　
　
　
　
田
中
博
愛
　
塚
原
將
司

　
　
　
　
　
　
鷹
野
一
雄

　
　
　
　
　
　
三
井
　
猛
議
長

●
地
元
議
員
　
石
原
高
明

1
月
18
日
　
区
公
会
堂

●
出
席
者
　
　
区
民
18
人

●
参
加
議
員
　
産
業
土
木
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
中
澤
康
夫
　
薬
袋
義
久

　
　
　
　
　
　
遠
藤
辰
男
　
樋
口
敏
夫

　
　
　
　
　
　
堀
　
門
太

　
　
　
　
　
　
三
井
　
猛
議
長

●
地
元
議
員
　
鷹
野
一
雄

Q
　
地
区
の
街
灯
を
L
E
D
に
し
て
ほ

し
い
。
町
で
L
E
D
化
を
進
め
て
い
る

区
は
あ
る
か
。
押
原
公
園
の
太
陽
光
電

灯
が
つ
い
て
い
な
い
。

A
　
押
原
公
園
は
散
歩
す
る
人
が
多
く
、

朝
夕
の
時
間
帯
に
電
灯
が
つ
い
て
い
な

い
と
言
わ
る
。
34
基
す
べ
て
の
バ
ッ
テ

リ
ー
交
換
し
点
検
し
た
が
、
天
候
の
影

響
も
あ
る
。
上
河
東
、
築
地
新
居
区
に

青
色
電
灯
が
あ
り
、
防
犯
に
効
果
が
あ

る
が
L
E
D
で
は
な
い
。

Q
　
山
伏
川
の
桜
並
木
沿
い
に
照
明
が

な
く
、
大
人
で
も
夜
は
怖
い
。
人
が
夜

で
も
歩
け
る
よ
う
に
照
明
を
考
え
て
ほ

し
い
。
ま
た
、
桜
の
根
が
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
を
持
ち
上
げ
、
桜
が
か
わ
い
そ
う
だ
。

A
　
桜
並
木
の
照
明
は
以
前
街
灯
を
付

け
た
が
、
稲
の
成
長
に
差
し
さ
わ
り
が

あ
り
、
現
在
は
点
灯
し
て
い
な
い
。
枯

れ
た
と
こ
ろ
は
植
え
替
え
て
い
る
が
、

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
剥
が
す
ま
で
に
は
至

っ
て
い
な
い
。
桜
並
木
の
周
辺
は
公
園

計
画
も
あ
り
、
大
事
な
桜
を
保
護
し
て

い
き
た
い
。

Q
　
河
東
中
島
区
の
98
％
が
市
街
化
調

整
区
域
。
条
例
制
定
時
に
住
民
の
意
見

を
聞
く
場
を
設
け
て
も
ら
い
た
い
。

A
　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
緑

の
基
本
計
画
を
策
定
す
る
中
で
今
後
検

討
し
ま
す
。

Q
　
押
原
小
は
27
年
度
が
1
ク
ラ
ス
構

成
の
人
数
し
か
入
学
し
て
い
な
い
。
校

舎
は
立
派
で
教
室
も
た
く
さ
ん
あ
り
、

も
っ
た
い
な
い
状
況
だ
。
廃
校
に
な
っ

て
は
困
る
の
で
地
区
の
開
発
を
進
め
て

も
ら
い
た
い
。
市
街
化
調
整
区
域
の
開

発
は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

A
　
甲
府
都
市
計
画
区
域
に
含
ま
れ
、

市
街
化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域
に
分

か
れ
、
押
原
地
区
は
町
の
市
街
化
調
整

区
域
の
7
割
く
ら
い
。
開
発
許
可
事
務

の
権
限
を
県
か
ら
町
に
移
譲
し
事
務
が

ス
タ
ー
ト
す
る
。
町
が
市
街
化
調
整
区

域
内
の
開
発
に
関
す
る
条
例
を
制
定
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
計
画
に
基
づ
き
開

発
条
例
を
定
め
、
30
年
度
か
ら
運
用
を

始
め
る
。

Q
　
押
原
公
園
内
の
園
路
は
凹
凸
が
あ

り
歩
き
づ
ら
い
。
補
修
は
で
き
な
い
か
。

A
　
木
製
チ
ッ
プ
を
固
め
た
舗
装
改
修

は
、
高
額
な
工
事
費
を
要
す
る
が
、
国

庫
補
助
金
の
対
象
事
業
と
な
る
。
都
市

公
園
の
長
寿
命
化
計
画
策
定
が
条
件
で
、

耐
久
性
の
あ
る
舗
装
を
計
画
し
て
い
る
。

摩
耗
で
損
傷
が
著
し
い
箇
所
は
補
修
を

検
討
す
る
。

Q
　
下
水
道
整
備
の
計
画
は
。

A
　
県
道
箇
所
を
順
次
進
め
て
い
く
予

定
。
特
に
、
押
越
区
・
河
東
中
島
区
・

紙
漉
阿
原
区
は
優
先
的
に
進
め
て
い
る

状
況
。
ち
な
み
に
町
の
普
及
率
は
75
・

9
％
で
水
洗
化
率
は
91
％
。

かわいそうな桜かわいそうな桜

なんとかしてなんとかして
かわいそうな桜

なんとかして

押
越
区
（
第
9
回
）

河
東
中
島
区
（
第
10
回
）

市街化調整区
域の

市街化調整区
域の

開発を進めて
ほしい！

開発を進めて
ほしい！市街化調整区
域の

開発を進めて
ほしい！



1
月
28
日
　
区
公
会
堂

●
出
席
者
　
　
区
民
24
人

●
参
加
議
員
　
総
務
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
林
　
和
仁
　
依
田
茂
巳
　

　
　
　
　
　
　
田
中
博
愛
　
塚
原
將
司

　
　
　
　
　
　
鷹
野
一
雄

　
　
　
　
　
　
三
井
　
猛
議
長

2
月
28
日
　
区
公
会
堂

●
出
席
者
　
　
区
民
37
人

●
参
加
議
員
　
産
業
土
木
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
中
澤
康
夫
　
薬
袋
義
久

　
　
　
　
　
　
遠
藤
辰
男
　
樋
口
敏
夫

　
　
　
　
　
　
堀
　
門
太

　
　
　
　
　
　
三
井
　
猛
議
長

●
地
元
議
員
　
田
中
博
愛
　
石
原
一
好

Q
　
井
戸
水
検
査
は
希
望
に
よ
り
実
施

し
て
い
る
が
、
結
果
の
公
表
を
区
、
町

全
体
と
す
べ
き
だ
。
ま
た
、
災
害
時
の

協
力
指
定
井
戸
は
安
全
の
た
め
、
詳
細

検
査
を
し
た
ほ
う
が
良
い
。
水
質
検
査

費
用
の
補
助
は
。

A
　
毎
年
1
回
、
町
で
水
質
検
査
を
全

体
に
呼
び
か
け
、
希
望
者
対
象
に
検
査

し
、
異
常
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
本
人

に
連
絡
し
て
い
る
。
サ
ン
プ
ル
井
戸
は

検
査
結
果
を
広
報
で
公
表
し
て
い
る
。

災
害
時
協
力
指
定
井
戸
は
消
防
団
に
は

知
ら
せ
て
あ
る
。
水
質
検
査
費
用
補
助

は
検
討
す
る
。

Q
　
紙
漉
阿
原
区
で
は
今
川
の
清
掃
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
る
が
、
近
隣
の
町

で
は
ど
う
か
。

A
　
中
央
市
と
の
境
は
旧
玉
穂
地
区
で
、

そ
ち
ら
は
川
底
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
た

め
清
掃
の
手
間
が
か
か
ら
ず
、
特
別
な

作
業
は
必
要
な
い
。

Q
　
沼
公
園
の
知
名
度
が
低
い
。
イ
ベ

ン
ト
な
ど
開
催
し
、
知
名
度
を
高
め
る

よ
う
に
P
R
し
た
ら
ど
う
か
。

A
　
自
然
発
生
し
て
い
る
ホ
タ
ル
も
い

る
の
で
、
湧
水
を
利
用
し
て
「
ホ
タ
ル

と
湧
水
の
里
・
沼
公
園
」
と
し
て
P
R

し
て
い
き
た
い
。
5
月
26
日
に
沼
公
園

で
県
植
樹
祭
が
開
催
さ
れ
る
た
め
、
知

名
度
を
高
め
て
い
き
た
い
。

Q
　
区
内
に
は
小
さ
な
公
園
が
あ
る
が
、

子
ど
も
が
遊
べ
る
公
園
や
避
難
時
の
集

合
地
が
な
い
。
公
園
整
備
を
行
っ
て
も

ら
い
た
い
。

A
　
区
で
用
地
確
保
が
必
要
。
耕
作
放

棄
地
を
借
り
活
用
で
き
な
い
か
、
町
に

要
望
も
し
て
い
る
。
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
の
計
画
見
直
し
に
合
わ
せ
、

町
で
検
討
し
て
い
る
。

Q
　
街
灯
の
灯
具
が
色
あ
せ
て
黄
色
く

な
り
、
カ
バ
ー
も
劣
化
し
て
い
る
。
明

る
い
L
E
D
に
変
更
で
き
な
い
か
。

A
　
街
灯
管
理
は
区
で
行
っ
て
い
る
が
、

防
犯
灯
の
新
設
や
設
置
替
え
は
区
の
事

業
と
し
て
実
施
し
て
お
り
、
町
は
経
費

の
半
分
（
1
灯
に
つ
き
限
度
額
5
万
円
）

を
補
助
し
て
い
る
。
議
会
で
も
L
E
D

設
置
を
要
望
し
て
い
る
。

Q
　
小
・
中
学
校
で
は
給
食
費
が

5
0
0
円
負
担
増
と
な
っ
た
が
、
町
補

助
は
。

A
　
給
食
委
員
会
で
検
討
し
、
決
定
に

至
っ
て
い
る
。
い
ま
ま
で
職
員
の
方
が

や
り
く
り
し
て
き
た
が
、
現
状
の
費
用

で
は
厳
し
い
と
い
う
こ
と
。
理
由
は
物

価
上
昇
で
、
食
材
も
値
上
が
り
し
て
い

る
。
消
費
税
が
8
％
か
ら
10
％
に
な
る

時
点
で
、
再
度
協
議
す
る
こ
と
に
な
る
。街灯を街灯をLEDLEDに

してほしい！にしてほしい
！

街灯をLEDに
してほしい！

沼公園の知名度
を

沼公園の知名度
を

高めてほしい！高めてほしい！
沼公園の知名度

を

高めてほしい！

西
条
新
田
区
（
第
11
回
）

紙
漉
阿
原
区
（
第
12
回
）



議員の質問に、当局がその後どのように対応し、どうなっているのかを追跡・検証してみました。

そ
の
後

地域安全ステーションの一部を引きこもり経験者らが支えあうことで、社会
参加を促す一般社会法人「やまなしピアカフェ」と連携して運営する社会参
加促進を目的とした「ピアハウスしょうわ」を開設し、社会参加が困難な方
の居場所づくりと、法人による就労支援等をサポートしていく。

平成26年12月議会　質問者：河田あけみ議員

3年前、内閣府の調査で70万人が引き
こもり状態にあるという結果が出たが、
本町における現状は。
　また、相談窓口の活用、就労支援、
講演会の開催等について町の考えは。

町独自の就労支援は困難、講演会は広
域的な開催がふさわしいと考えている。

愛知県田原市議会広報広聴特別委員会
行政視察受入（1月13日）
「議会だよりの編集について」

視察
受入

長野県山形村議会行政視察受入（1月21日）
「議会基本条例の第26条第3項の作成経緯
　について」

視察
受入

大阪府泉南郡田尻町議会行政視察受入（1月19日）
「財政拠出について」

視察
受入

山梨学院大学との研修会（1月15日）
「新しい教育委員会制度とその課題」
　講師：外川伸一教授

研修
会

視察
受入

埼玉県滑川町議会行政視察受入（1月28日）
「議会基本条例、井戸端会議、町長の反問権、
　議会だよりについて」

視察
受入

奈良県町村議会議長会行政視察受入（1月29日）
「議会活性化への取り組みについて」

視察
受入

福井県永平寺町議会行政視察受入（2月4日）
「町議会災害対策などについて、議会モニター
　について」

視察
受入

福岡県志免町議会行政視察受入（2月8日）
「議会改革について」

委員
会
水源対策特別委員会（2月26日）
「甲府盆地の地下水の現状と共同研究内容の
　概要について」

元西条駐在所



議員記者が行く！のテーマは「町を守る」。町内で活躍する人々にスポットを当て、活動の姿を
追っていきます。今回は専門交通指導員さん2人を取材しました。

議員記者が行く！第2弾の今回は、専門交通指導員の依田さん、
杉山さんをお伺いいたしました。よろしくお願いいたします。

Ｑ　早朝よりお忙しいところありがとうございます。
　　専門交通指導員さんは2人で活動していますが、
　　具体的なお仕事は。
Ａ　はい。朝の街頭指導から、タ方は子どもたちが
　　下校するときの巡回、子どもたちから高齢者の
　　方々の交通安全指導を行っています。また、路
　　面へのストップマークや交通安全施設の点検、
　　さらに啓発活動の一環として、交通安全の旗な
　　どの設置も行っています。

Ｑ　町の方々へお伝えしたいことは何ですか。
Ａ　みなさんが交通事故に会わないよう願っていま
　　す。被害者・加害者、どちらにもならないよう、
　　私たちは、交通安全についてみなさんにお伝え
　　していきます。

記者　本日はお忙しいところありがとうございました。今後のご活躍で、さらなる町の交
　　　通安全のためにお力を発揮していただきますようお願いいたします。
依田・杉山さん　ありがとうございます。昭和町の安全・安心を進めるため今後も頑張り
　　　ます。みなさま方のご協力をお願いします。

Ｑ　町の方々への交通安全の取り組みを、指導・サポートしているの
　　ですね。交通安全指導の中で、楽しいこと大変なことなどありま
　　すか。
Ａ　朝の街頭指導で、子どもたちの笑顔や元気な声から、大きな元気
　　をもらえます。おじいちゃんやおばあちゃんとお会いし、そこか
　　らいろんな方と繋がることができ、貴重な機会をいただいていま
　　す。大変なことは、雨の日の街頭指導。子どもたちは傘で視界が
　　悪い状況なので、指導充実を図ったり安全確保に努めています。



議会だより169号（この号）を読んでくださいヒント

正解者の中から抽選で5名の方に
図書カードをお送りいたします。

《応募方法》
はがきに「答え・住所・氏名（ふりがな）・年齢・議会だ
よりを読んだ感想」を記入してください。FAXやメー
ルも受け付けます。
議会への要望・意見等もありましたら、お受けします。

《あて先》
●〒409-3880　昭和町押越542-2
　昭和町議会事務局「議会クイズ係」宛
●FAX：055-275-0370　
●メール：gikai@town.yamanashi-showa.lg.jp

《しめきり》
　5月末日　消印有効

平成27年度、当議会が 
“全国町村議会広報表彰第○位”を受賞！
1

　野町長施政方針　基本とするのは○つの柱2
第6次○○○○スタート町民サービスの
維持・向上を目指す6つの目標

3

空欄に当てはまる言葉を入れてください。
168号クイズの答え
① 名取・加美・郡山
② 71
③ 消防団
④ 6

議員県外視察研修の特集がよかった。
他の地域の取り組みを参考にして
住みやすい昭和町を目指した取り組み
を進めてほしい。 （女性）

かなり遠方から昭和町議会を多数視察に
来られてるんだなと感心しました。
県外の方から見た昭和町議会の感想も
ぜひ聞いてみたいです （45歳・女性）

（
69
歳
・
女
性
）

（
39
歳
・
女
性
）

（
70
歳
・
女
性
）






